
下の図のように，長方形ＡＢＣＤを，頂点Ａが頂点Ｃに重なるように折り，折り目をＥＦと

する。このとき，ＤＥの長さを求めなさい。
２０点

２０点

下の図のように，円Ｏが直角三角形ＡＢＣ上の３点Ｐ， Ｑ， Ｒで内接している。このとき，次

の長さを求めなさい。

下の図のように，底面の半径が３cm，母線が１２cm の円錐がある。底面の円周上の点Ａ

から円錐の側面にそって，再び点Ａに戻ってくるようにひもをかけ，その長さが最短にな

るとき，次の問いに答えなさい。

下の図のように，直線 y ＝− 
１
３

x ＋５のグラフがある。このとき，原点Ｏから直線にひ

いた垂線ＯＨの長さを求めなさい。

①　円Ｏの半径

①　側面の展開図をかいたとき，そのおうぎ形の中心角を

求めなさい。

②　ＢＣ

②　ひもの長さを求めなさい。
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ＤＥ＝ x cmとすると，ＣＥ＝ＡＥ＝9－ x （cm）
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ＱＣ＝ x cmとすると，三平方の定理より，
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これを解いて，x＝6
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Ａ（0，5），Ｂ（15，0）より，
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右の図の太線の長さだから，12× 2  ＝12 2  cm


